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2Gp- ４ 筋と関節の疲労回復に適した敷寝具の研究
○安　達　和　俊
　(中京短大)

被　　服

　（目的）筋と関節の疲労回復に適する敷寝具を企画し、その機能性（1）筋の疲労回復性・

2）寝床気候）について他の一般敷寝具とよﾋ車交・調査する。

　（方法）1）中心芯材として、発泡ポリエチレンの高級品特殊Ｐ／Ｅフォームアルファ型

（発泡度38倍）（圧縮強度《75％》3.6kg／c㎡･引張強度《強度》3.4kg／ciif･《伸び》34％）

を用いる。2)そこに、生体の筋肉が重力によって引かれるのと逆のアーチすなわち洗濯板

の波状（同心円状）の幅30inin ・深さ15ininの通気空間を６つ（６）、折り畳み部分（650inin）

ごとに計３回（×３）刻む（〈通気空間》18、《全長》1950mni）。3）副素材として、上か

ら吸透湿性に勝れたフェルト、吸放湿性勝れたソフトウレタン・ハードウレタンを、それ

ぞれ用いる。4）筋の疲労回復性について、被験者の勝腹筋・アキレス腱移行部に対し、圧

痛計・血圧計の腕帯を用い、一般敷具と比較する。5）寝床気候について、小型自記温湿度

記録計を用い、寝室内、一般敷寝具と比較する。

　（結論）8人の被験者（18～48歳・平均年齢28歳）の７時間30分の睡眠の前後で、1）圧痛

計を用いた場合、一般敷寝具にの場合、中心芯材は真綿）330g、同敷寝具600g、2）血圧

計の腕帯を用いた場合、一般敷寝具14.5ramHg､同敷寝具25.5nimHgの回復であった。無人の

状態で、寝室内、一般敷寝具、同敷寝具にの場合、掛け布団は両方とも羽毛）を、一週

間にわたりチェックし、温丿支は寝室内に対し、両者ともやや低め（－2.9±0.6°C）であり、

湿度は寝室内に対し、前者はやや高く。後者は寝室内より更に低い、常に45±10％の低湿

を記録した。

2Gp- 5　　　　　　ガス状ホルムアルデヒドの布帛への付着特性
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（太共立女大・院　¨共立女大）

1.ホルムアルデヒドはそれ自体が急性毒であると共に、抗原性が強くアレルギー反応の観点からも、

人体への健康影響が危惧される物質である。従来より、繊維製品における規制基準として、乳幼児用に

対しては検出されないこと、それ以外には7 5μg／布ｇが定められている。また、室内空気での基準

としては、０.０８ｐｐｍと1997年に定められ、化学物質過敏症の起因物質としても注目を集めて

いる。本研究では、実験室的に発生させたガス状ホルムアルデヒドに、試験布を暴轟して、布帛への付

着特性を明らかにすることを目的としている。

2.実験は、プラスチック製デシケータを暴露チャンパーとして用い、固体のパラホルムアルデヒドを

配置し、ガス状ホルムアルデヒドを発生させて行った。チャンパー内の湿度は、およそ5 0%、温度は

２０°Ｃである。ホルムアルデヒドの分析は、ＡＨＭＴ法によった。チャンパー内のホルムアルデヒドの

濃度は、柴田科学製パッシブサンプラーによって測定した。試験布にはJ I S添布白布の綿、レーヨン、

羊毛、ポリエステルを用いた。試験布を前述のチャンパー内に懸架して、所定時間ごとに取り出し、付

着したホルムアルデヒドを純水中に抽出して分析を行った。

3.チャンパー内のガス状ホルムアルデヒドは1 2 0 p pmであった。これに対して２～6 7.4時間

暴露した場合の付着量は、時間の経過と共に一様に増加することが認められた。2 4時間までは、ほぼ

直線性の範囲にあった。この時点では綿4 7 1 0 μg／布g、羊毛3 8 2 0 μg／布g,レーヨン36 16

μg／布g、ポリェステルフ 2. 9μg／布gの付着量のレベルにある事が分かった。すなわち､綿での付

着量が最も大きく、それに次いで、レーヨンおよび羊毛が、綿の８割程度であった。ポリエステルでは、

疎水性の表面特性の為か綿の1 ／6 5程度であった。しかし、これでも繊維製品の基準値の約0.9 7

倍であり、空気中に存在するホルムアルデヒドによる布帛への影響は看過しえないことがうかがわれた。
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